ピアノレッスンあるある

色分け
ピンク：生徒（行動は細字、セリフは太字、心の声はカッコ書き）
緑：先生（行動は細字、セリフは太字）
青：演出指示
黒：その他の注釈

※心の声は別録りの音声を想定しています

カットイン：①レッスン中に眠気に襲われる


（フェードイン）

曲目はブルグミュラーの「貴婦人の乗馬」を想定しています。

先生：「スタッカートはもっと軽く、馬がパカラッパカラッって跳ねている感じで弾けるといいよね。ここは１小節で一気にクレッシェンドしようか、それでね、」

生徒：先生のセリフに被せて心の声

（5,6時間目が運動会の練習だったから眠いな〜、先生の声が優しいから余計に眠くなっちゃう…）眠気で頭ガクッ

先生：楽譜を指差しながら「ここはどういう気持ちで演奏してる？…みほりちゃん大丈夫？」

生徒：目を覚ます。「あっ、はい先生…！」

先生：楽譜から手と目を離して「うん、ここはどういう気持ちかなあ？」

生徒：「え？」慌てた様子

（やばいやばい、ちゃんと聞いてなかった〜！うーんと、、）

「うーん、えっと、元気な感じ！」

先生：「そうか、じゃあフォルテのところはもっと元気な感じで弾けるといいね。」

生徒：（合ってた？よかった〜！）安心する。「はい先生！」

先生：「そうだな、フォルテのところはちゃんと強く、ピアノのところはちゃんと弱くね。次のここはまだピアノだから、今はちょっと元気すぎるかもしれないね。ここのデクレシェンドは優しく、優しーく弾こうか。」



生徒：先生のセリフに被せて心の声

（あ、また眠気が…）ウトウトする様子

先生：「でもここまではよく弾けてるから、今日は次に行こうかな。じゃあ２個目のリピートの後から弾いてみようか。みほりちゃん？」

生徒：目が覚める。（また寝ちゃってた!?）


先生：「みほりちゃん、弾いてみようか。」

生徒：（え、どこから？なんかリピートからって言ってたかなあ？）１個目のリピート後から演奏

先生：生徒の演奏を止める。「みほりちゃん、２個目のリピートからだよ？」

生徒：（間違えた〜！（泣））泣き顔で「先生ごめんなさい。」

先生：「う〜ん、じゃあ２個目のリピートから弾いてね。」

生徒：２個目のリピート後から演奏。演奏しながら徐々に頭がコクコクしてきて、身体がビクッとなる。そこで心の声

（はっ！演奏しながら寝てた！バレたかなあ…感情入れてるふりしてごまかそ）


そこから大げさに身体を動かして演奏する、最後の「ファラシドレミファ」で頭を振り上げて演奏停止

先生：「みほりちゃん、今日は眠いのか？疲れてるのかな？」

生徒：（バレてた〜！）画面を泣き顔で見る

カットイン：②レッスン後なかなか帰れない

生徒：ドアから出ようとする「先生ありがとうございました〜！」

先生：「うん、ありがとうございました！そういえば、みほりちゃんはブルグミュラーのどの曲が好きかな？」

生徒：「うーんとね、アラベスク！」

先生：このセリフは最後まで言わなくてもいいです、尺に合わせてカット

「そーう！アラベスクが好きなのね！かっこいいもんね〜！アラベスクっていうのは、本当は模様の名前なのよ。昔トルコで買ったアラベスク模様のお皿が綺麗だったのよね〜、みほりちゃんトルコって国はわかるかな、先生がトルコに行った時は、」

生徒：先生のセリフにかぶせて心の声

（始まった、先生の旅行のお話いつも長いんだよな〜、次の子が休みだといつもこうだよ〜）嫌そうな顔

カットイン：字幕「30分後」

生徒：（もう外暗くなって来てるんですけど）時計をチラチラ見る

先生：「あら、もうこんな時間ね！そういえばみほりちゃん、夏休みの宿題はどう？先生の子どもも去年まで小学生だったんだけどね、読書感想文が書けない〜って言って毎年書かせられるのよ〜」

生徒：先生のセリフに被せて心の声

（いつになったら帰れるんだろう…）うなだれる














カットイン：③先生それ前も言ってた

曲目はブルグミュラーの「バラード」。

生徒：最後の『ドシドソラシ』の繰り返し辺りから演奏して終了

先生：最後まで言わなくてもいい、尺に合わせてカット

「はい、この曲の題名はバラードっていうよね。バラードっていうとゆっくりした歌を思い浮かべるかもしれないけど、本当は『物語』って意味なの。だからもっと物語を想像して演奏しなきゃね、みほりちゃんの演奏はすごくのっぺりしてる。ピアノのために『バラード』っていう曲を初めて書いたのはショパンなんだけど、」

生徒：先生のセリフに被せて心の声

（あ、先生この話前も聞いたよ〜、でも『前にも聞きました』とか言うと…）

フェードインでカット変更。別衣装、周りを少しぼやかした感じにするなど、記憶の中の出来事であることがわかるように。

上の方に字幕で「先日…」

先生：「〜っていう曲は男の人と女の人が二人で踊るダンスなんだよね。だから、このリズムは踊りのリズムなの。」

生徒：「先生それ前も聞いたよ〜」

先生：最後まで言わなくてもいい、尺に合わせてカット

「じゃあ前にも言ったのに全然出来てないわね。いい？みほりちゃん。練習っていうのはね、考えてしないと意味がないのよ。先生に言われたことをちゃんと考えて練習しないと、演奏は変わっていかないの」怒った感じで

生徒：先生のセリフに被せて心の声（お説教が倍になった…泣）

フェードアウト、戻る

生徒：（ってことになるからなあ…初めて聞いたふりでもしておこ！）

先生：生徒の心の声の裏で話している

「でね、ハ短調っていうのはすごく悲しい感じのする調だから、これは悲しい物語なの。」


生徒：「へー、そうなんですね〜！」かなり大げさに頷く

カットイン：④いつもより上手く弾けたのに、先生が聴いてなかった

曲目はお任せしますが、子供の習う定番曲でお願いします。

先生：「じゃあ次は○小節目から弾いてみようか。」

生徒：（ここから苦手なんだよなぁ…この前のレッスンではちゃんと弾けなかったけど、今週はちゃんと練習してきたから頑張るぞ！）


指定の場所から演奏、スムーズに演奏できる。演奏中に心の声

（やった！弾けたよ先生！）先生の方を見る

先生：スマホを見ている


下に字幕：（※メールチェック中）

先生：演奏後に「あ、ごめんごめん〜！今のところもう１回弾いてみて」スマホから目を離す

生徒：（え、先生スマホ見てたよね！？ちゃんと聴いててよ〜！）もう一度演奏、今度はミス

先生：ミスしたところで生徒の演奏を止める

「はい、やっぱりここが苦手だね〜、ここはゆっくりから練習しようって言ったよね、ちゃんと練習してきたかな？」

生徒：（さっきはちゃんと弾けてたのに〜）もう１回演奏


（あ、今度はいけそうかも！なんかいける気がする！）今度はちゃんと弾ける

そのフレーズに差し掛るか差し掛からないかぐらいのタイミングで着信音

先生：「あ、みほりちゃんちょっとごめん！」

退出、ドアの外から「はいもしもし〜」

生徒：演奏停止「えーん、ちょっと、先生〜（泣）」





カットイン：⑤苦手な曲にたどり着かないように必死



曲目はお任せしますが、子供の習う定番曲でお願いします。

生徒：先生の部屋前の廊下で

（今日は〇〇と△△とハノンの○番だけど、ハノンの練習全然できてないよ〜（泣））


思いついたジェスチャー

（そうだ！質問攻めしてごまかせばレッスン時間が伸びてハノンまで行かずに終わるかも…）入室

カット、ピアノに座っている生徒
以降、矢継ぎ早な感じの演出で

生徒：「先生ここはどういう気持ちで弾いたらいいですか？」
カット
「先生がこの曲を弾いた時は何歳だったんですか？」
カット
「先生はその時どこに住んでたんですか？」
カット
「じゃあこっちに引っ越してきたのはいつなんですか？」
カット
「先生のワンちゃんはその時にはもういたんですか？」
カット
「じゃあ５歳なんですね、本当に可愛いですよね〜、なんていう犬なんですか？」
カット
生徒：カメラを見ながら心の声（レッスン終われ〜！！！）

カットイン：字幕「30分後」

先生：「よし、じゃあ〇〇は花丸ね！次は△△の予定だったけど、今日はハノンから行こう！」


再度、スローで先生の「ハノンから行こう」を再生、色反転してもいいかも

生徒：「どうして〜！（泣）」泣き顔。
